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コスト低下でＡＩ普及は加速化？

ＤｅｅｐＳｅｅｋ登場が追い風か？

投
資
コ
ス
ト
低
下
で
裾
野
広
が
る

普及加速のＡＩサービス普及加速のＡＩサービス
　

１
月
の
東
京
市
場
は
中
国
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ

Ｓ
ｅ
ｅ
ｋ
が
公
表
し
た
「
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
Ｓ
ｅ
ｅ
ｋ
―
ｒ
１
」が
ア
ッ
プ
ル

の
ア
プ
リ
ス
ト
ア
で
１
位
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
半
導
体
や
サ
ー

バ
ー
な
ど
を
含
め
た
Ａ
Ｉ
関
連
が
日
米
で
大
き
く
値
を
崩
す
動
き
に

な
っ
た
。
Ａ
Ｉ
投
資
の
最
大
の
受
益
者
で
あ
る
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
の
一
強

崩
壊
と
そ
の
周
辺
の
半
導
体
製
造
に
絡
む
銘
柄
へ
の
成
長
へ
の
不
安

が
高
ま
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
競
争
相
手
登
場
に
よ
る
Ａ
Ｉ
投
資
コ

ス
ト
の
低
下
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
加
速
に
繋
が
る
。

　

「
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
Ｓ
ｅ
ｅ

ｋ
」
に
つ
い
て
は
最
先

端
の
半
導
体
を
使
わ
ず

に
僅
か
の
開
発
資
金
で

米
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
の
一

部
モ
デ
ル
な
ど
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
回
っ

た
こ
と
で
衝
撃
が
走
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
エ
ヌ

ビ
デ
ィ
ア
の
最
先
端
半

導
体
開
発
と
そ
れ
に
絡

む
半
導
体
製
造
装
置
や

サ
ー
バ
ー
投
資
が
後
退

す
る
と
の
懸
念
が
高
ま

っ
た
。
た
だ
、
過
去
、

パ
ソ
コ
ン
（
Ｐ
Ｃ
）
が

普
及
す
る
過
程
で
も
デ

ル
や
コ
ン
パ
ッ
ク
が
先

行
す
る
過

程
で
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ

ト
や
ア
ッ

プ
ル
の
登

場
で
価
格

競
争
が
活

発
化
し
て

価
格
低
下

と
と
も
に

Ｐ
Ｃ
の
普

及
が
加
速

化
し
た
経

緯
が
あ
る
。

今
回
の
Ａ

Ｉ
普
及
で

も
競
争
相

手
登
場
で

投
資
コ
ス
ト
が
低
下
す

れ
ば
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
自
体
の
裾
野

が
拡
が
る
こ
と
な
る
こ

と
か
ら
、
Ａ
Ｉ
を
利
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
で
先
行

す
る
企
業
が
注
目
さ
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ク
ラ

ウ
ド
ワ

ー
ク
ス

（
３
９
０

０
）
は

国
内
最

大
級
の

Ａ
Ｉ
副

業
ツ
ー

ル
「
ク

ラ
ウ
ド

ワ
ー
ク

ス
Ａ
Ｉ
」

を
展
開
。

長
文
記

事
作
成

か
ら
ｓ
ｅ
ｏ
対
策
済
み

記
事
作
成
な
ど
あ
ら
ゆ

る
副
業
を
Ａ
Ｉ
で
支
援

す
る
。
ｅ
Ｗ
ｅ
Ｌ
Ｌ
（
５

０
３
８
）
は
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
て
短
時
間
で
訪
問

看
護
計
画
を
作
成
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
カ
ウ

ン
テ
ィ
ン
グ
（
５
５
８

８
）
は
Ａ
Ｉ
技
術
で
経

理
業
務
を
自
動
化
。
セ

キ
ュ
ア
（
４
２
６
４
）

は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
画

像
分
析
シ
ス
テ
ム
を
開

発
。
Ｙ
Ｅ 

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｌ
（
２
３
５
４
）
は

開
発
工
程
に
特
化
し
た

生
成
Ａ
Ｉ
を
開
発
し
て

い
る
。
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１
月
第
５
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

下値意識し好決算銘柄狙う

　

前
週
の
東
京
市
場
は
続
落
。
日
経
平
均
は
前

の
週
か
ら
７
８
５
円
下
落
し
ま
し
た
。ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
が
メ
キ
シ
コ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
に

関
税
を
課
す
大
統
領
令
に
署
名
し
た
こ
と
で
、

週
初
に
４
ケ
タ
を
超
え
る
下
げ
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、

関
税
発
動
を
１
カ
月
延
期

す
る
こ
と
で

合
意
し
た
こ
と
が
伝
わ
り
、

買
い
戻
し
に

４
日
か
ら
６
日
ま
で
３
日

続
伸
。
た
だ
、

３
万
９
０
０
０
円
台
に
乗

せ
る
と
戻
り

売
り
に
押
さ
れ
、
週
末
は

１
５
０
円
台

ま
で
進
ん
だ
円
高
と
好
決

算
を
発
表
し

た
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
が

利
益
確
定
売

り
に
押
さ
れ
た
こ
と
で
反

落
と
な
り
、
週
足

は
２
週
連
続
陰
線
で
す
。

　

今
週
は
米
国
で

１
月
消
費
者
物
価
指
数

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）と
生
産

者
物
価
指
数
（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
の

発
表
が
予
定
さ
れ
、

結
果
次
第
で
円
高
が
加
速

す
る
可
能
性
が
あ

り
、
上
値
は
重
く
神
経
質

な
展
開
に
な
り
そ

う
で
す
。

た
だ
、
決
算
は
好
調
で
ボ
ッ
ク

ス
相
場
下
限
３
万
８
０
０
０
円

を
意
識
し
な
が
ら
、
好
決
算

銘
柄
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
買

い
場
探
り
で
す
。 

花
咲 

翁

半
導
体
、
電
線
値
崩
す

中
国
が
新
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
開
発

アドテストの日足チャート

　

週
明
け
２
７
日
、
ア

ド
バ
ン
テ
ス
（
６
８
５

７
）
や
デ
ィ
ス
コ
（
６

１
４
６
）
な
ど
主
力
半

導
体
関
連
や
古
河
電
気

工
業
（
５
８
０
１
）
、

フ
ジ
ク
ラ
（
５
８
０
３
）

の
下
落
が
目
立
っ
た
。

中
国
新
興
企
業
が
低
コ

ス
ト
で
高
性
能
の
新
Ａ

Ｉ
モ
デ
ル
を
開
発
し
た

と
の
報
道
を
受
け
米
国

市
場
で
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア

を
は
じ
め
ハ
イ
テ
ク
株

が
売
ら
れ
、
テ
キ
サ
ス

イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
は

市
場
想
定
を
下
回
る
決

算
が
嫌
気
さ
れ
７
％
超

の
急
落
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
指
数

が
１
・
９
％
安
と
急
落

し
た
流
れ
が
波
及
し
た
。

銀
行
株
更
な
る
利
上
げ
観
測

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

（
８
３
０
６
）
、
三
井
住

友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
（
８
３
１
６
）

や
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
８
４

１
１
）
の
メ
ガ
バ
ン
ク

が
買
い
進
ま
れ
た
。
日

銀
植
田
総
裁
会
見
で
０
・

５
％
へ
追
加
利
上
げ
後

も
中
立
金
利
ま
で
に
は

距
離
が
あ
る
と
し
た
こ

と
で
、
更
な
る
追
加
利

上
げ
へ
の
思
惑
か
ら
運

用
環
境
改
善
に
よ
る
収

益
拡
大
を
期
待
さ
れ
た
。

岩井コスモ３割増益

 
 

　

岩
井
コ
ス
モ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
８
７
０
７
）
が

大
幅
反
発
。
２
４

日
取
引
終
了
後
、

２
５
年
３
月
期
の

第
３
四
半
期
累
計

決
算
速
報
値
を
発
表
、

連
結
営
業
利
益
で
前
年

同
期
比
３
０
・
４
％
増

の
６
７
億
９
９
０
０
万

円
と
大
幅
な
増
益
と
な

っ
た
こ
と
が
好
感
さ
れ

た
。
米
国
株
式
収
益
の

増
加
が
寄
与
し
た
。

アドテスト11％超の急落
　

２
８
日
、
ア

ド
バ
ン
テ
ス
ト

（
６
８
５
７
）
が

続
急
落
、
１
１

％
を
超
え
る
下

落
に
な
っ
た
。

中
国
の
新
興
企

業
「
デ
ィ
ー
プ

シ
ー
ク
」
に
よ

る
低
コ
ス
ト
で

の
生
成
Ａ
Ｉ
開

発
へ
の
脅
威
か

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
場
で
エ
ヌ

ビ
デ
ィ
ア
株
が

１
７
％
近
い
急

落
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

Ａ
Ｉ
関
連
と
し
て
エ
ヌ

ビ
デ
ィ
ア
と
の
連
動
性

が
高
い
同
社
株
も
ツ
レ

安
と
な
っ
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
増
収
増
配

　

Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

（
７
３
６
６
）
が
ス
ト
ッ

プ
高
。
２
５
年
３
月
期

の
第
３
四
半
期
累
計
決

算
は
、
連
結
営
業
利
益

で
前
年
同
期
比
１
３
・

１
％
減
の
２
２
億
５
９

０
０
万
円
と
な
っ
た
が
、

売
上
収
益
で
は
同
１
７
・

４
％
増
の
２
５
９
億
７

０
０
万
円
と
な
り
、
未

定
と
し
て
い
た
期
末
一

括
配
当
を
９
円
（
前
期

８
円
）
と
し
た
こ
と
が

好
感
さ
れ
た
。

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
債
権
回
収

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
４
８

１
３
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

米
国
子
会
社
の
一
部
取

引
に
つ
い
て
不
適
切
な

売
上
計
上
の
疑
義
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
特
別
調

査
委
員
会
の
設
置
、
調

査
を
進
め
て
い
た
件
に

つ
い
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

委
員
会
の
活
動
報
告
が

提
出
さ
れ
た
と
発
表
し

た
。
疑
義
に
係
る
一
部

取
引
先
に
対
す
る
債
権

全
額
相
当
２
７
０
０
万

ド
ル
の
入
金
を
確
認
出

来
た
と
し
て
い
る
。

シ
ー
ア
ー
ル
イ
ー
Ｍ
Ｂ
Ｏ

 
 

　

２
９
日
、
シ
ー
ア
ー

ル
イ
ー
（
３
４
５
８
）
が

ス
ト
ッ
プ
高
。
２
８
日

の
取
引
終
了
後
、
三
井

住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
（
８
３
１
６
）

系
の
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ
み
ら
い

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
Ｍ
Ｏ

Ｂ
（
経
営
陣
が
参
加
す

る
買
収
）
を
行
う
と
発

表
し
た
。
１
株
１
７
０

０
円
で
Ｔ
Ｏ
Ｂ
（
公
開

買
い
付
け
）
を
行
う
こ

と
か
ら
こ
れ
に
サ
ヤ
寄

せ
す
る
動
き
。
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ソニーＧ連動で最高値
トランプ次期大統領関税発言

ソニーＧの日足チャート

 
 

　

２
９
日
、

ソ
ニ
ー
グ

ル
ー
プ

（
６
７
５

８
）
が
３

連
騰
、
一

時
、
１
７

０
円
高
の

３
５
２
７

円
ま
で
買

わ
れ
最
高

値
を
更
新

し
た
。
こ

の
日
、
十

時
裕
樹
社

長
が
最
高

経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

を
４
月
１
日
付
で
兼
任

す
る
人
事
を
発
表
、
新

経
営
陣
に
よ
る
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
中

心
と
し
た
成
長
戦
略
の

推
進
に
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
。

中
部
鋼
鈑
下
方
修
正

　

中
部
鋼
鈑
（
４
２
０

８
）
が
大
幅
続
落
。
２

５
年
３
月
期
の
業
績
予

想
に
つ
い
て
、
連
結
売

上
高
で
６
０
８
億
円
か

ら
５
０
０
億
円
（
前
期

比
２
６
・
２
％
減
）
、
営

業
利
益
で
６
２
億
円
か

ら
１
８
億
円
（
同
８
２
・

７
％
減
）
へ
下
方
修
正

し
た
。
更
新
に
伴
う
生

産
制
約
が
当
初
想
定
を

上
回
り
販
売
数
量
は
下

振
れ
、
製
鋼
工
場
の
電

気
炉
周
辺
で
炉
外
溶
鋼

漏
れ
に
起
因
す
る
水
蒸

気
爆
発
事
故
が
発
生
、

現
在
操
業
を
休
止
し
て

い
る
影
響
が
出
て
い
る
。

  

ア
ド
テ
ス
ト
大
幅
上
方
修
正

　

３
０
日
、
ア
ド
バ
ン

テ
ス
ト
（
６
８
５
７
）

が
朝
安
の
後
切
り
返
し

上
げ
幅
を
広
げ
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
エ

ヌ
ビ
デ
ィ
ア
が
４
％
超

の
下
落
と
な
っ
た
こ
と

が
重
石
に
な
っ
て
売
り

が
先
行
し
た
。
た
だ
、

２
５
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
６
４
０
０
億

円
か
ら
７
４
０
０
億
円

（
前
期
比
５
２
・
１
％
増
）

へ
、
営
業
利
益
で
１
６

５
０
億
円
か
ら
２
２
６

０
億
円
（
同
２
・
８
倍
）

へ
大
幅
に
上
方
修
正
、

未
定
だ
っ
た
期
末
配
当

を
２
０
円
と
し
た
こ
と

が
好
感
さ
れ
た
。
自
動

車
や
産
業
機
器
向
け
な

ど
の
需
要
回
復
に
は
時

間
を
要
す
る
も
の
の
、

半
導
体
の
複
雑
化
や
生

産
拡
大
を
背
景
に
Ａ
Ｉ

関
連
向
け
の
高
水
準
な

試
験
装
置
需
要
継
続
を

見
込
ん
だ
。
Ａ
Ｉ
関
連
半

導
体
に
参
入
す
る
企
業

の
増
加
も
需
要
を
底
支

え
を
す
る
。

イ
ク
ヨ
新
株
予
約
権

　

イ
ク
ヨ
（
７
２
７
３
）

が
急
落
。
第
三
者
割
当

に
よ
り
発
行
さ
れ
る
第

１
回
新
株
予
約
権
の
募

集
を
決
議
し
た
と
発
表

し
た
。
株
式
へ
の
転
換

に
よ
る
潜
在
的
な
希
薄

化
懸
念
が
台
頭
し
た
。

https://marketpress.jp/
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２
月
第
１
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 個別物色の展開へ

日々勇太朗

　今週の東京株式市場は日経平均が
続落、ＴＯＰＩＸは反落しました。
日経平均は今週７５日線を割り込み、
リバウンドしてもそこが壁として意
識されたようです。一方、ＴＯＰＩ
Ｘは７５日線が下値サポート機能を
発揮してリバウンドを試みました。
しかし３日に空けた日足の窓を埋め
るには至らず、やはり上値の重さを
感じさせられます。
　足元で進む決算発表は好調で日経平均
の一株利益（ＥＰＳ）は６日段階で２５
３０円と過去最高水準となりました。そ
のため、株価収益率（ＰＥＲ）は１５倍
半ばに低下しました。昨年来の平均ＰＥ
Ｒは１６．７倍ですので、平均まで買わ
れるとすると、日経平均は４万１７４５
円まで買われる計算になりますが、１５
０円台前半に進んだ円高に阻まれた形で
す。当面は個別物色となりそうで、ＡＢ

ＥＪＡ<5574> とタイミー <215
Ａ>に注目です。

水
道
、
地
質
調
査
に
買
い

埼
玉
県
八
潮
市
県
道
陥
没
で

ＮＪＳの日足チャート

　

３
０
日
、
Ｎ
Ｊ
Ｓ
（
２

３
２
５
）
や
栗
本
鐵
工

所
（
５
６
０
２
）
、
日

水
コ
ン
（
２
６
１
Ａ
）
、

日
本
ヒ
ュ
ー
ム
（
５
２

６
２
）
、
日
本
鋳
鉄
管

（
５
６
１
２
）
、
応
用
地

質
（
９
７
５
５
）
な
ど

上
下
水
道
や
地
質
調
査

に
絡
む
銘
柄
が
買
わ
れ

た
。
埼
玉
県
八
潮
市
の

県
道
で
道
路
が
陥
没
し
、

ト
ラ
ッ
ク
が
転
落
し
た

事
故
で
救
助
作
業
が
難

航
し
深
刻
化
、
崩
落
の

原
因
が
下
水
道
管
が
腐

食
し
て
破
損
し
た
部
分

に
土
砂
が
流
入
し
、
地

中
に
空
洞
が
で
き
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
全
国
的

に
老
朽
管
の
調
査
や
更

新
作
業
が
急
務
に
な
る

と
の
思
惑
か
ら
関
連
銘

柄
に
資
金
が
向
か
っ
た
。

ＮＥＣ上方修正と分割
　

週
末
３
１
日
、

日
本
電
気
（
６

７
０
１
）
が
１

６
％
以
上
の
急

伸
と
な
っ
た
。

２
５
年
３
月
期

の
業
績
予
想
い

つ
い
て
、
連
結

営
業
利
益
で
２

５
５
０
億
円
か

ら
２
６
０
０
億

円
（
前
期
比
１

６
・
３
％
増
）

へ
上
方
修
正
し

た
。
国
内
Ｉ
Ｔ

／
Ａ
Ｎ
Ｓ
を
中

心
に
大
幅
に
伸
び
て
い

る
。
同
時
に
３
月
３
１

日
基
準
日
で
１
対
５
の

株
式
分
割
を
行
う
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｍ
＆
Ａ
総
５
割
営
業
減
益

　

Ｍ
＆
Ａ
総
研
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
９
５
５

２
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

２
５
年
９
月
期
第
１
四

半
期
の
連
結
決
算
は
、

営
業
利
益
１
６
億
８
４

０
０
万
円
（
前
年
同
期

比
４
９
・
８
％
減
）
と

大
幅
減
益
で
着
地
し
た
。

Ｍ
＆
Ａ
仲
介
売
上
高
が

２
ケ
タ
減
と
な
り
、
選

好
投
資
負
担
も
嵩
ん
だ
。

ウ
イ
ン
テ
ス
検
査
装
置
に
期
待

　

ウ
イ
ン
テ
ス
ト
（
６

７
２
１
）
が
３
連
騰
。

ウ
エ
ハ
・
ア
ク
セ
プ
タ

ン
ス
・
テ
ス
ト
（
Ｗ
Ａ

Ｔ
）
検
査
装
置
「
Ｗ
Ｔ

Ｓ
ー
５
１
１
」
を
２
月

か
ら
正
式
に
リ
リ
ー
ス

す
る
こ
と
が
引
き
続
き

材
料
視
さ
れ
た
。
Ｗ
Ａ

Ｔ
は
半
導
体
製
造
工
場

で
完
成
し
た
ウ
エ
ハ
上

で
行
う
電
気
的
検
査
で
、

出
荷
前
の
最
終
的
品
質

保
証
プ
ロ
セ
ス
。
不
具

合
の
早
期
発
見
や
工
程

最
適
化
が
可
能
と
な
り
、

歩
留
ま
り
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
か
ら
リ
リ
ー

ス
後
は
収
益
に
大
き
く

寄
与
と
期
待
さ
れ
る
。

レ
ー
ザ
ー
テ
ク
値
を
消
す

　

週
明
け
３
日
、
レ
ー

ザ
ー
テ
ッ
ク
（
６
９
２

０
）
が
買
い
先
行
の
あ

と
値
を
消
し
た
。
２
５

年
６
月
期
第
２
四
半
期

累
計
の
連
結
決
算
は
、

売
上
高
１
２
８
９
億
６

８
０
０
万
円
（
前
年
同

期
比
３
５
・
８
％
増
）
、

最
終
利
益
４
３
３
億
１

８
０
０
万
円
（
同
９
５
・

１
％
増
）
と
大
幅
増
収

増
益
で
着
地
し
た
が
、

地
合
い
悪
に
抗
し
き
れ

な
か
っ
た
。
生
成
Ａ
Ｉ

向
け
Ｈ
Ｂ
Ｍ
（
広
帯
域

メ
モ
リ
ー
）
需
要
が
大

き
く
伸
び
、
直
近
３
カ

月
の
１
０
～
１
２
月
期

は
売
上
高
、
最
終
利
益

と
も
四
半
期
ベ
ー
ス
で

過
去
最
高
だ
っ
た
。

住友ファマ一転黒字
　

住
友
フ
ァ
ー
マ

（
４
５
０
６
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
２
５

年
３
月
期
の
連
結

業
績
予
想
に
つ
い

て
最
終
損
益
を
１

６
０
億
円
の
赤
字

か
ら
一
転
、
１
６
０
億

円
の
黒
字
（
前
期
は
３

１
４
９
億
６
９
０
０
万

円
の
赤
字
）
に
上
方
修

正
し
た
。
北
米
で
進
行

性
前
立
腺
が
ん
治
療
剤

「
オ
ル
ゴ
ビ
ク
ス
」
な
ど

が
伸
長
、
中
国
販
売
が

計
画
を
上
回
り
、
円
安

と
事
業
構
造
改
革
費
用

の
減
少
に
よ
り
損
益
が

大
き
く
改
善
す
る
。
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カプコン

成長継続へ施策順調に進む
３Q減収益も通期最高業績変更なし

日本精線

第３四半期は５１％営業増益
極細線受注好調でナスロンも堅調

　日本精線（５６５９）の今２５年３月期の
第３四半期累計（４～１２月）は、連結売上
高で３５４億８０００万円（前年同期比７．
０％増）、営業利益で３４億９５００万円（同
５１．２％増）、純利益で２４億６７００万円
（同４４．０％増）と大幅な増益となった。
　ステンレス鋼線では太陽光発電パネルの製
造プロセスで使用されるスクリーン印刷向け
極細線は、細径化ニーズに応える高付加価値
製品として好調な受注を確保。金属繊維（ナ
スロン）ではナスロンフィルターが高機能フ
ィルム用途や炭素繊維用途で堅調に推移した。
　通期は連結売上高で４７７億円（前期比６．
６％増）、営業利益で４９億円（同３８．５％
増）、純利益で３４億３０００万円（同３２．
３％増）の前回予想を据え置いた。

　カプコン（９６９７）の２５年３月期の第
３四半期累計（４～１２月）決算は連結売上
高で８８８億５３００万円（前年同期比１６．
３％減）、営業利益で３１０億２０００万円（同
３５．０％減）となった。主力シリーズの大
型新作「モンスターハンターワイルズ」を第
４四半期に発売するため、通期は売上高１６
５０億円（前期比８．３％増）、営業利益で６
４０億円（同１２．１％増）と１２期連続の
営業増益かつ全ての利益項目で８期連続最高
益を見込む当初計画は変えていない。
　リピートタイトル販売は前年同期の２６７
０万本から２８６１万本に増加しており、主
力コンテンツと映像作品やライセンス商品、ｅ
スポーツなどとの連携によるＩＰのブランド
力の向上を含め施策は計画通りに進んでいる。

メキシコ、カナダ、中国に関税

自動車株下げ幅拡大トヨタの日足チャート

 
 

 

　

３
日
、

ト
ヨ
タ
自

動
車
（
７

２
０
３
）

や
ホ
ン
ダ

（
７
２
６

７
）
、
日

産
自
動
車

（
７
２
０

１
）
、
マ

ツ
ダ
（
７

２
６
１
）
、

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ

Ｒ
Ｕ
（
７

２
７
０
）

な
ど
自
動

車
株
が
下
げ
幅
拡
大
、

東
証
上
場
３
３
業
種
中

で
輸
送
用
機
器
が
下
落

率
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は

メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
、

中
国
に
対
す
る
包
括
的

な
関
税
を
行
う
と
発
表

し
た
こ
と
で
、
こ
の
三

カ
国
に
製
造
拠
点
を
有

す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー

各
社
が
リ
ス
ク
回
避
の

売
り
で
値
を
崩
し
た
。

京
セ
ラ
来
期
回
復
期
待

 
 

 
 

　

４
日
、
京
セ
ラ
（
６

９
７
１
）
が
６
日
ぶ
り

大
幅
反
発
。
２
５
年
３

月
期
の
業
績
予
想
に
つ

い
て
、
連
結
営
業
利
益

で
６
８
０
億
円
か
ら
２

１
０
億
円
（
前
期
比
７

７
・
４
％
減
）
へ
下
方

修
正
し
た
。
半
導
体
部

品
有
機
材
料
事
業
に
お

け
る
減
損
損
失
や
海
外

子
会
社
の
繰
延
税
金
資

産
の
取
り
崩
し
に
よ
る

税
金
費
用
な
ど
の
一
時

損
失
を
計
上
す
る
も
の

の
、
半
導
体
部
品
有
機

材
料
事
業
は
構
造
改
革

か
ら
来
期
回
復
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

三
菱
自
は
下
方
修
正

　
三
菱
自
動
車
工
業
（
７

２
１
１
）
が
続
急
落
。

２
５
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
営
業
利
益
で
１
９
０

０
億
円
か
ら
１
２
５
０

億
円
（
前
期
比
３
４
・

５
％
減
）
へ
下
方
修
正

し
た
。
想
定
を
下
回
る

卸
売
台
数
販
売
と
競
争

環
境
激
化
に
伴
う
販
売

費
の
増
加
な
ど
に
加

え
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
含
む
イ

ン
フ
レ
影
響
、
そ
の
他

経
費
の
積
み
上
が
り
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

リ
プ
ロ
セ
ル
が
ス
ト
ッ
プ
高

 
 

 
 

 

　

リ
プ
ロ
セ
ル
（
４
９

７
８
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

米
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ
ｔ
ｏ
が
同

社
の
臨
床
用
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
を
用
い
た
卵
子
体
外

成
熟
技
術
「
Ｆ
ｅ
ｒ
ｔ

ｉ
ｌ
ｏ
」
に
つ
い
て
、

米
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
Ｉ
Ｎ
Ｄ
ク

リ
ア
ラ
ン
ス
を
取
得
し

た
と
発
表
し
た
。
Ｇ
ａ

ｍ
ｅ
ｔ
ｏ
は
米
国
で
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
を
利
用
し
た

治
療
法
と
し
て
初
と
な

る
「
Ｆ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
ｌ
ｏ

」
の
第
Ⅲ
相
臨
床
試
験

へ
移
行
、
再
生
医
療
・

生
殖
医
療
の
革
新
に
貢

献
す
る
と
し
て
い
る
。
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ハリマ化成Ｇ

増収で収益さらに改善
３Ｑ北米需要堅調で国内価格上昇

あじかん

第３四半期６２％営業増益
玉子製品大きく伸び原価率低下

　ハリマ化成グループ（４４１０）の２５年
３月期第３四半期累計の連結決算は、売上高
７５７億円（前年同期比８．８％増）、営業利
益１９億４６００万円（前年同期１億９３０
０万円の赤字）で着地した。
　海外は北米の需要が堅調で国内は市場価格
上昇により売上げが拡大、増収効果と原材料
価格低下やコスト削減により収益がさらに改
善した。製紙用薬品は中国で紙力増強剤が堅
調で、電子材料は半導体用機能性樹脂が伸び、
ローターは欧州、アジアを中心に水系粘着付
与剤や北米で路面標示塗料用樹脂が好調だっ
た。
　通期は売上高１０２０億円（前期比１０．
５％増）、営業利益３０億円（前期２億１１０
０万円の赤字）と前回予想を据え置いた。

　あじかん (２９０７)は２５年３月期の第３
四半期累計（４～１２月）決算は、連結売上
高で３８７億７９００万円（前年同期比２．
９％増）、営業利益で２１億３６００万円（同
６２．２％増）、純利益で１６億３０００万円
（同４６．４％増）となった。大きく落ち込ん
だ鶏卵の需要を回復するための販促活動“た
ま活”を推進したことにより、玉子製品を中
心に自社製造製品が大きく伸長。生産高の伸
長により固定費率が低下したことに加え、生
産効率の向上も利益を押し上げ、鶏卵価格が
総じて安定推移、製造原価率も大幅に低下した。
　通期は連結売上高５２０億円（前期比２．
９％増）、営業利益１９億円（同１１．１％増）、
純利益１４億円（同７．２％減）と前回上方
修正した予想を据え置いた。
　

東
京
精
密
ス
ト
ッ
プ
高

生
成
Ａ
Ｉ
関
連
好
調
で
上
方
修
正

東京精密の日足チャート
　
５
日
、
東
京
精
密

（
７
７
２
９
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
２
５
年
３
月

期
の
業
績
予
想
に
つ
い

て
、
連
結
売
上
高
で
１

４
５
０
億
円
か
ら
１
兆

１
４
６
０
億
円
（
前
期

比
８
・
４
％
増
）
、
営

業
利
益
で
２
８
０
億
円

か
ら
２
８
５
億
円
（
同

１
２
・
６
％
増
）
へ
上

方
修
正
し
た
。
半
導
体

製
造
装
置
は
生
成
Ａ
Ｉ

関
連
の
半
導
体
パ
ッ
ケ

ー
ジ
向
け
加
工
装
置
、

メ
モ
リ
半
導
体
向
け
検

査
装
置
需
要
の
ほ
か
、

各
種
半
導
体
デ
バ
イ
ス

や
電
子
部
品
の
国
産
化

を
進
め
る
中
国
需
要
が

前
期
か
ら
引
き
続
き
底

堅
さ
を
維
持
し
た
。

イ
ビ
デ
ン
政
策
保
有
株
縮
減

 
 

 
 

　

イ
ビ
デ
ン
（
４
０
６

２
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

政
策
保
有
株
式
の
縮
減

方
針
を
発
表
し
た
。
保

有
す
る
政
策
保
有
株
式

を
２
０
２
４
年
３
月
末

時
価
ベ
ー
ス
で
、
５
０

％
以
上
縮
減
す
る
こ
と

を
目
目
指
す
。
同
時
に

発
表
し
た
２
５
年
３
月

期
の
第
３
四
半
期
累
計

決
算
は
連
結
営
業
利
益

で
前
年
同
期
比
５
・
７

％
減
の
３
４
８
億
５
７

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

トヨタ後場上げ幅拡大

 
 

 
 

　

ト
ヨ
タ
自
動

車
（
７
２
０

３
）
が
後
場
買

い
進
ま
れ
た
。

こ
の
日
１
４
時

に
２
５
年
３
月

期
の
業
績
予
想

を
連
結
営
業
利

益
で
４
兆
３
０

０
０
億
円
か
ら

４
兆
７
０
０
０

億
円
（
前
期
比

１
２
・
２
％

減
）
に
上
方
修

正
し
た
こ
と
が
好
感
さ

れ
た
。
減
価
改
善
な
ど

が
利
益
を
押
し
上
げ
た
。

ホ
ン
ダ
は
日
産
と
統
合
撤
回

 

　

ホ
ン
ダ
（
７
２
６

７
）
が
上
げ
幅
拡
大
。

日
産
自
動
車
（
７
２
０

１
）
と
の
経
営
統
合
に

つ
い
て
ホ
ン
ダ
は
日
産

の
子
会
社
化
を
打
診
し

た
が
、
日
産
側
は
強
く

反
発
し
協
議
が
撤
回
さ

れ
る
と
伝
わ
っ
た
。
ホ

ン
ダ
は
財
務
内
容
が
悪

い
日
産
と
の
統
合
回
避

を
好
感
、
日
産
は
下
げ

に
転
じ
売
買
停
止
。

公
開
価
格
35
％
上
回
る

技
術
承
継
機
構
の
初
値

 
 

 
 

 

　

技
術
承
継
機
構
（
３

１
９
Ａ
）
が
東
証
グ
ロ

ー
ス
市
場
へ
新
規
上
場
、

公
開
価
格
２
０
０
０
円

を
３
５
・
０
％
上
回
る

２
７
０
０
円
で
初
値
が

生
ま
れ
た
。
同
社
は
製

造
業
の
譲
受
、
譲
受
企

業
の
経
営
支
援
を
行
う
。



marketpress7 第398号 2025年2月10日

～ 決 算 情 報 ～
英　和

第３四半期１９％営業増益
特殊車両堅調で更新需要なども

荒川化学工業

２ケタ増収で一段の収益改善
３Ｑ光硬化型樹脂や精密研磨剤拡大

　英和（９８５７）の２５年３月期の第３四
半期累計（４～１２月）決算は、連結売上高
３２２億７０００万円（前年同期比６．４％増）、
営業利益１８億８４００万円（同１９．３％増）、
純利益１３億８２００万円（同２５．９％増）
と２ケタ増益で着地した。防災・減災、国土
強靭化に関連する特殊車両の受注は堅調に推
移。また、化学業界や電力業界向けに老朽化
した生産設備に付帯する更新需要や生産性向
上を目的とするデジタル技術を活用した投資
需要を取込んだ他、生産設備の高稼働状況を
背景に造船業界向けの販売も増加している。
　通期は売上高４４０億円（前期比１．６％増）、
営業利益２３億５０００万円（同１．１％増）、
純利益１６億８０００万円（同０．７％増）
の従来予想を据え置いている。

　荒川化学工業（４９６８）の２５年３月期
第３四半期累計の連結決算は、売上高６０２
億５００万円（前年同期比１２．１％増）、営
業利益１０億１４００万円（前年同期１９億
１４００万円の赤字）で着地。千葉アルコン
水素化石油樹脂設備が想定の生産量に届かず
収益の足かせになったものの、スマートフォ
ン出荷台数の回復やデータセンターへの積極
的投資などを背景に機能性コーティング材料
用光硬化型樹脂やハードディスク用精密研磨
剤などの販売が拡大、アジアで板紙向け紙力
増強剤が堅調に推移したことにより２ケタ増
収で収益がさらに改善した。
　通期は売上高８２０億円（前期比１３．５
％増）、営業利益１５億円（前期２６億１７０
０万円の赤字）と前回予想を据え置いた。

日米声明で宇宙分野連携強化

宇宙関連３銘柄がＳ高

アストロＨＤの日足チャート

 
 

 

　

６
日
、

ア
ス
ト
ロ

ス
ケ
ー
ル

ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

（
１
８
６

Ａ
）
、
Ｓ

ｙ
ｎ
ｓ
ｐ

ｅ
ｃ
ｔ
ｉ

ｖ
ｅ
（
２

９
０
Ａ
）
、

Ｑ
Ｐ
Ｓ
研

究
所
（
５

５
９
５
）

な
ど
宇
宙

関
連
銘
柄
が
揃
っ
て
ス

ト
ッ
プ
高
。
日
米
両
政

府
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開

く
石
破
首
相
と
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
と
の
首
脳
会

談
後
に
発
表
を
目
指
す

共
同
声
明
に
、
サ
イ
バ

ー
・
宇
宙
分
野
で
の
連

携
強
化
を
明
記
す
る
方

向
で
最
終
調
整
に
入
っ

た
と
伝
わ
っ
た
。
他
国

の
人
工
衛
星
に
危
害
を

与
え
る
中
露
の
衛
星
攻

撃
衛
星
（
キ
ラ
ー
衛

星
）
や
衛
星
に
衝
突
す

る
恐
れ
の
あ
る
ス
ペ
ー

ス
デ
ブ
リ
（
の
監
視
に

日
米
共
同
で
あ
た
る
と

し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
拡
大
へ
の
期

待
か
ら
買
い
を
集
め
た
。

ミ
ガ
ロ
Ｈ
Ｄ
ス
ト
ッ
プ
高

　
ミ
ガ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
５
５
３
５
）が

ス
ト
ッ
プ
高
。
２
５
年

３
月
期
の
第
３
四
半
期

累
計
決
算
は
、
連
結
営

業
利
益
で
前
年
同
期
比

４
・
１
％
減
の
２
３
億

４
３
０
０
万
円
な
が

ら
、
第
３
四
半
期
（
１
０

～
１
２
月
）な
ら
前
年

同
期
比
２
・
７
倍
の
４

億
７
０
０
万
円
と
大
幅

な
増
益
に
な
っ
た
こ
と

が
好
感
さ
れ
た
。
Ｄ
Ｘ

不
動
産
事
業
で
中
古
物

件
の
販
売
が
好
調
な
こ

と
、
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
で

受
注
案
件
数
が
拡
大
し

て
い
る
。

電
気
硝
子
は
営
業
益
3.3
倍

 
 

 
 

　

日
本
電
気
硝
子
（
５

２
１
４
）
が
大
幅
に
３

日
続
伸
。
２
５
年
１
２

月
期
は
連
結
営
業
利
益

で
前
期
比
３
・
２
６
倍

の
２
０
０
億
円
を
見
込

ん
だ
こ
と
が
好
感
さ
れ

た
。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
事

業
の
収
益
性
向
上
と
電

子
デ
バ
イ
ス
事
業
の
売

上
高
増
加
が
寄
与
す
る
。

同
時
に
上
限
７
０
０
万

株
（
発
行
済
株
式
総
数

に
対
す
る
割
合
８
・
６

７
％
）
、
ま
た
は
総
額

２
０
０
億
円
の
自
己
株

式
取
得
枠
の
設
定
を
発

表
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
が
急
落

 
 

 
 

 

　

Ｊ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
（
４
４
８

３
）
が
急
落
。
２
５
年

３
月
期
第
３
四
半
期
累

計
決
算
は
連
結
純
利
益

で
前
年
同
期
比
２
・
４

％
減
の
３
８
億
９
４
０

０
万
円
と
な
っ
た
こ
と

が
嫌
気
さ
れ
た
。
Ｐ
ｅ

ｐ
Ｕ
ｐ
の
発
行
Ｉ
Ｄ
数

は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
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株式市場新聞の名物コーナーが復活！

高野恭壽の

株式情報これでどや‼

高野恭壽(たかのやすひさ)氏　株式市場新聞
大阪支社長、株式新聞社大阪本社代表を経て
株式評論家へ。講演会のほかラジオ大阪「タ
カさんの新鮮・株情報」をはじめＴＶ、ラジ
オに出演。「株式投資30カ条」など著書も。

公式ホームページ

https://marketpress.jp/kabu-takano/

再
生
エ
ネ
が
新
テ
ー
マ

千代田化工は一段高へ

　

先
週
の
日
経
平
均
は
３
万
９
０
０

０
円
台
に
乗
せ
る
と
売
り
圧
力
が
強

ま
り
、
そ
の
水
準
を
維
持
で
き
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
売
り
が

一
巡
す
る
と
買
戻
し
の
動
き
が
強
ま

り
、
好
決
算
銘
柄
、
内
需
系
中

心
に
戻
し
始
め
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
っ
て
４
万
円
に
回

復
す
る
と
１
月
１
７
日
に
３
万

８
０
５
５
円
ま
で
下
落
し
１
月

２
４
日
に
は
４
万
０
２
７
９
円

ま
で
買
わ
れ
、
再
び
反
落
に
転

じ
２
月
３
日
に
は
３
万
８
４
０

０
円
台
ま
で
下

落
し
て
い
ま
す
。

１
０
月
以
降
上

げ
た
後
は
１
０

０
０
円
程
度
下

落
し
、
戻
す
と

い
う
パ
タ
ー
ン

が
続
い
て
い
ま

す
。
今
回
も
そ

う
し
た
動
き
が

続
く
と
予
想
さ
れ
、

３
万
８
０
０
０
円
近

く
ま
で
調
整
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

関
税
問

題
が
上
値

を
抑
え
る

原
因
に
な

っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ

こ
へ
き
て
円

高
が
強
ま
り

始
め
て
お
り
、

輸
出
中
心
の
製
造
業
な
ど
の
上
値
は

重
く
な
る
で
し
ょ
う
。
一
方
で
関
税

や
円
高
で
も
業
績
を
伸
ば
せ
る
内
需

系
、
金
融
系
、
情
報
・
通
信
な
ど
の

好
決
算
銘
柄
が
日
経
平
均
を
支
え
そ

う
で
す
。
米
国
の
関
税
導
入
は
主

に
米
国
の
貿
易
収
支
を
悪
化
さ
せ

た
国
に
関
税
率
を
高
め
に
設
定
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
意

味
で
は
日
本
が
や
り
玉
に
さ
れ
る

可
能
性
が
低
く
、
そ
れ
ほ
ど
神
経

質
に
な
る
必
要
は
な
さ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
再
生
エ
ネ
も
日
米
で
協

力
姿
勢
を
示
さ
れ
、
新
た
な
テ
ー

マ
と
し
て
次
第
に
注
目
さ
れ
て
い

く
で
し
ょ
う
。
好
決
算
の
野
村
Ｈ

Ｄ
（
８
６
０
４
）
は
こ
こ
か
ら
下

値
は
狙
え
る
と
み
て
い
ま
す
。
大

和
証
Ｇ
（
８

６
０
１
）
の

株
価
水
準
ま

で
あ
と
一
歩

と
い
う
と
こ

ろ
で
す
が
、
い

ず
れ
抜
く
こ
と

に
な
り
そ
う
で

す
。
ま
た
、
千

代
田
化
工
（
６

３
６
６
）
が
好

決
算
を
発
表
し

上
げ
相
場
が
始

ま
り
ま
し
た
。

メ
ル
カ
リ
が
ス
ト
ッ
プ
高

第
２
四
半
期
は
46
％
営
業
増
益

メルカリの日足チャート

　
週
末
７
日
、
メ
ル
カ

リ
（
４
３
８
５
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
２
５
年
６

月
期
の
第
２
四
半
期
累

計
決
算
は
、
連
結
営
業

利
益
で
前
年
同
期
比
４

５
・
９
％
増
の
１
１
４

億
１
３
０
０
万
円
と
な

っ
た
こ
と
が
好
感
さ
れ

た
。
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｐ

ｌ
ａ
ｃ
ｅ
で
は
、
Ａ
Ｉ

／
Ｌ
Ｌ
Ｍ
を
活
用
し
た

Ｕ
Ｉ
／
Ｕ
Ｘ
の
刷
新
や

高
価
格
帯
カ
テ
ゴ
リ
ー

強
化
な
ど
の
プ
ロ
ダ
ク

ト
施
策
を
通
じ
た
Ｃ
ｔ

ｏ
Ｃ
の
安
定
成
長
に
加

え
、
高
成
長
領
域
の
越

境
取
引
や
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
、

「
メ
ル
カ
リ 

ハ
ロ
」
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
大
幅
下
方
修
正

 
 

 
 

　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
（
６
３
９

６
）
が
大
幅
続
落
。
２

５
年
３
月
期
の
業
績
予

想
に
つ
い
て
、
連
結
売

上
高
で
６
０
０
億
円
か

ら
５
４
０
億
円
（
前
期

比
７
・
０
％
増
）
、
営

業
利
益
で
１
２
６
億
円

か
ら
９
２
億
円
（
同

６
・
２
％
増
）
へ
大
幅

に
下
方
修
正
し
た
こ
と

が
嫌
気
さ
れ
た
。
メ
モ

リ
半
導
体
の
回
復
が
遅

れ
て
い
る
。

東エレク利益確定売り

 
 

 
 

　

東
京
エ
レ
ク

ト
ロ
ン
（
８
０

３
５
）
が
４
日

ぶ
り
反
落
。
２

５
年
３
月
期
の

第
３
四
半
期
累

計
決
算
は
、
連

結
営
業
利
益
で

前
年
同
期
比
６

５
・
１
％
増
の

５
１
３
５
億
２

１
０
０
万
円
と

な
っ
た
。
生
成

Ａ
Ｉ
向
け
の
設

備
投
資
増
が
追

い
風
だ
が
、
先
行
し
て

買
い
が
入
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
利
益
確
定
売
り

に
押
さ
れ
た
。

Ｆ
＆
Ｌ
Ｃ
56
％
増
益

 

　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
＆
Ｌ
Ｉ
Ｆ

Ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
（
３
５
６
３
）
が

急
反
発
。
２
５
年
９
月

期
第
１
四
半
期
決
算
は
、

連
結
営
業
利
益
で
前
年

同
期
比
５
６
・
４
％
増

の
９
５
億
７
９
０
０
万

円
と
大
幅
な
増
益
と
な

っ
た
。
国
内
ス
シ
ロ
ー

事
業
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
Ｉ
Ｐ
コ
ラ
ボ
を
実
施

し
た
こ
と
が
奏
功
し
た
。

ニ
チ
コ
ン
10
％
超
自
己
株
取
得

 
 

 
 

 

　

ニ
チ
コ
ン
（
６
９
９

６
）
が
続
騰
。
上
限
８

０
０
万
株
、
発
行
済
株

式
総
数
の
１
０
・
２
６

％
の
自
己
株
式
の
取
得

を
発
表
し
た
。
２
月
２

８
日
に
行
う
。
同
時
に

２
５
年
３
月
期
の
期
末

配
当
を
１
７
円
か
ら
１

８
円
へ
引
き
上
げ
た
。

https://marketpress.jp/
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株街往来
星野三太郎の

～投資家の群集心理～

 

　
今
年
に

入
っ
て
株
価
が
乱
高
下
す

る
場
面
が
増
え
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
復
帰

す
る
場
面
で
あ
る
程
度
は

覚
悟
し
て
い
た
が
、
投
資

家
に
と
っ
て
は
予
想
外
な

の
は
中
国
企
業
開
発
の

「
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
Ｓ
ｅ
ｅ
ｋ
」

登
場
に
よ
る
Ａ
Ｉ
関
連
銘

柄
の
急
落
だ
ろ
う
。
ア
プ

リ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
位
に

な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
大

騒
ぎ
す
る
の
は
疑
問
だ
が
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
て
誰
か
が
関
連
銘
柄
を
投
げ
れ
ば
群

集
心
理
で
株
価
が
急
変
動
す
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
使
っ
て
み
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ユ
ー
ザ
ー
登

録
か
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
ロ
グ
イ
ン
を
求
め

ら
れ
た
段
階
で
使
用
す
る
の
を
や
め
た
が
、
利
用
者
の
声

を
聞
く
と
中
国
政
府
の
政
治
家
な
ど
の
検
索
が
で
き
な
い

な
ど
制
約
が
あ
る
そ
う
な
の
で
、
忖
度
す
る
Ａ
Ｉ
な
ら
論

外
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
特
定
の
国
に
と
っ
て
都
合
の
良

い
も
の
を
無
理
し
て
利
用
す
る
必
要
も
な
い
。

　

ど
ち
ら
に
し
て
も
Ａ
Ｉ
な
ど
が
進
化
す
る
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｕ

な
ど
が
高
度
化
す
る
の
は
必
要
な
の
だ
か
ら
、
い
ち
個
人

と
し
て
は
安
全
に
利
用

で
き
る
Ａ
Ｉ
が
進
化
す

る
な
ら
そ
れ
で
良
い
と

は
思
う
。
あ
ま
り
突
発

的
な
ニ
ュ
ー
ス
に
左
右

さ
れ
ず
冷
静
に
行
動
し

た
い
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

豚
肉
と
玉
ね
ぎ
の
デ
ジ
プ
ル
コ
ギ
用
ソ
ー
ス

豚肉と玉ねぎのデジプルコギ用ソース

ご飯すすむ味わい簡単にカ 

ゴ 

メ

 

　カゴメ（２８１
１）は、誰でも簡
単においしく、野
菜の彩りを楽しめ
るおかずメニュー
が作れるメニュー
専用調味料「じょ
うずに野菜」シリ
ーズから、「豚肉
と玉ねぎのデジプ
ルコギ用ソース」
を２月２５日から
発売する。

　普段手に取る機会の多い豚肉や玉ねぎをフ
ライパンで炒めて煮るだけで、ご飯がすすむ
味わいのおかずが１０分以内に簡単にできる
調味料。コチュジャンやトマト、醤油、りん
ご、なしなどをブレンドした、旨味がたっぷ
りの子どももおいしく食べられる、マイルド
な辛さに仕上げている。家庭にあるにんじん
やねぎなど、好きな野菜を加えたアレンジも
楽しむことができる。

アクアレーベル エステ洗顔ジェル

大人の毛穴の悩みに対応

アクアレーベル エステ洗顔ジェル

資 

生 

堂

　資生堂（４９１
１）は、スキンケ
アブランド「アク
アレーベル」から、
大人の毛穴の悩み
に対応する毛穴ケ
ア洗顔・メイク落
とし「アクアレー
ベル エステ洗顔

ジェル」を２月２１日から発売。さらに、「ア
クアレーベル スペシャルジェルクリーム Ｅ
Ｘ」と「アクアレーベル エステ洗顔ジェル」
のセット品を数量限定で発売する。
　エステ洗顔ジェルは、「角栓分解処方」を
搭載した１品５役 (洗顔・メイク落とし・毛
穴ケア・くすみケア・プレスキンケア )の多
機能ジェル洗顔。温泉のｐＨに着目したアル
カリ性の基剤からなる角栓分解処方は、なじ
ませるだけで角栓を分解し、皮脂汚れを絡め
とることで、毛穴をスッキリ丸洗い。希少な
「Ｄーアミノ酸」からなる、美肌に導く「浸
透美容アミノ酸」を配合している。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
４
年
３
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

日本をＡＩ技術立国に
政府は大胆で大規模な成長戦略を

最
先
端
Ａ
Ｉ
で
生
産
性
高
め
ろ

メイコーの日足チャート

　ソフトバ
ンクグルー
プ（ＳＢＧ）
の孫正義会
長兼社長と
オープンＡ
Ｉのサム・

アルトマン最高経営責任者（ＣＥＯ）は日本に
生成ＡＩ（人工知能）の新会社「ＳＢ Ｏｐｅｎ
ＡＩ ｊａｐａｎ」を共同設立する。
　孫氏は「大企業向けの最先端のＡＩを世界で
初めて日本から始める。企業の中に最先端の知
性をつくる」、「企業用の専用ＡＩを、最先端Ａ
Ｉを日本から世界に向けて我々が先進的事例を
作る」と強調。従来は生成ＡＩの開発やサービ
スの実用化を巡る競争は米テック企業が先行し
ていた。
　ＳＢＧが出資するオープンＡＩや傘下の英半
導体設計大手アームと組んで、法人向け新サー
ビスに乗り出すことは、日本企業がＡＩの実用
化競争に関与するようになることを意味する。
石破首相は孫氏とアルトマン氏に首相官邸で面
会した。両氏は首相との面会で日本のＡＩ規制
の予見可能性を高めてほしいと述べた。
　中国では人工知能（ＡＩ）スタートアップが
続々と登場している。低コストで高性能な生成
ＡＩを発表したＤｅｅｐＳｅｅｋ（ディープシ
ーク）や月之暗面（Ｍｏｏｎｓｈｏｔ ＡＩ）
はその代表的存在だ。ネット大手の資金や学術

機関の
人材が
「中華
ＡＩ」
の成長
を支え
ている。
中国は
２０１
７年に
定めた
「次世

代ＡＩ発展
計画」で２
０３０年ま
でに世界の
主要な革新
の中心にな
ることを掲
げ、国家レ
ベルで研究
を後押しし
てきた。
　ＡＩ分野
でも米国と
中国が主導
権争いをし
ている。今
からでも遅
くない。日
本政府は孫
氏が日本でスタートするＡＩ事業を日本
の経済成長の重要な位置付けとし、日本
をＡＩ技術立国にする大チャンスだ。米
国や中国政府は何百兆円もの多額な資金
を開発費や人材育成に投資をする。それ
が積極財政である。中国が日本を追い抜
き、アメリカに次ぐ世界第二位の経済大
国になったのは大胆で大規模な成長戦略
があったからだ。
　日本はプライマリーバランスと緊縮財
政が日本の衰退と増税をもたらした。日
本の技術力が衰えたといっても世界トッ
プレベルだ。最先端ＡＩで日本企業の生
産性を高めることが内需拡大につながり、
経済成長が高まって、国力が強まる。株
価の持続的上昇につながると同時に円高
になる。経済成長と安定したインフレで
税収は大幅増加し、国民の負担は大幅に
軽減する。
　潮流銘柄はメイコー（６７８７）、寿
スピリッツ（２２２２）、ＮＣＳ＆Ａ（９
７０９）。

http://www.marketbank.jp/
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

気
に
な
る
日
銀
保
有
Ｅ
Ｔ
Ｆ

蚊
帳
の
外
の
日
本
株

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
７
８
５
円
安
と
２
週
連
続
で
週

足
陰
線
と
な
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
中
国
へ
の
追
加
関
税
発
動

や
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
へ
の
関
税

問
題
で
乱
高
下
す
る
展
開
で
あ
っ

た
。
こ
の
間
、
米
国
長
期
金
利
が

低
下
し
、
追
加
利
上
げ
の
可
能
性

が
高
い
日
本
は
長
期
金
利
が
上
昇
、

米
国
と
の
金
利
差
が
縮
小
し

円
高
に
振
れ
て
い
る
の
も
上

値
を
重
く
し
た
。

　

第
３
四
半
期
の
決
算
発
表

が
峠
を
越
え
た
が
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ

日
興
証
券
の
集
計
（
発
表
分
の
６

６
０
社
）
に
よ
る
と
今
期
の
純
利

益
予
想
で
は
前
年
比
６
・
７
％
増

と
４
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新

す
る
ペ
ー
ス
の
よ
う
だ
。
好
業
績

に
も
関
わ
ら
ず
決
算
発
表
後
売
ら

れ
る
銘
柄
が
多
い
の
は
、
や
は
り

ト
ラ
ン
プ
氏
の
関
税
発
動
を
警
戒

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
１
ド
ル
１
５
０
円

前
半
で
推
移
し
て
い
る
為
替
は
企

業
が
想
定
し
て
い
る
企
業
レ
ー
ト

の
水
準
で
あ
り
こ
れ
よ
り
円
高
に

進
む
と
企
業
業
績
に
マ
イ
ナ
ス
に

働
く
企
業
も
多
く
積
極
的
に
買
い

に
く
い
と
い
っ
た
感
じ
だ
。

　

海
外
投
資
家
は
１
５
８
円
か
ら

の
反
転
、
円
高
に
動
い
た
１
月
は

１
カ
月
間
で
現
物
、
先
物
合
わ
せ

て
約
１
兆
円
日
本
株
を
売
り
越
し

た
。
欧
米
が
金
利
を
引
き
下
げ
日

本
だ
け
が
金
利
を
引
き
上
げ
て
お

り
、
金
融
政
策
の
方
向
性
が
違
う

日
本
株
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
運
用
を

行
う
投
資
家
に
と
っ
て
資
金
を
振

り
向
け
に
く
い
と
い
う
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。

　

相
場
は
３
万
８
０
０
０
円
～
４

万
円
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
相
場
を
約
５
カ
月

繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
欧

米
の
株
価
指
数
は
高
値
を
更
新
し

た
が
日
本
株
だ
け
は
高
値
を
抜
け

な
い
状
況
で
あ
る
。
何
故
、
日
本

株
は
積
極
的
に
買
わ
れ
な
い
の
か
。

個
人
的
に
は
日
銀
の
保
有
す
る
簿

価
で
３
７
・
２
兆
円
、
東
証
プ
ラ

イ
ム
市
場
の
時
価
総
額
の
約
７
％

を
占
め
る
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
影
響
だ
と
思

わ
れ
る
。

　

相
場
の
低
迷
期
、
日
銀
が
Ｐ
Ｋ

Ｏ
と
し
て
Ｅ
Ｔ
Ｆ
で
買
い
入
れ
を

し
て
き
て
相
場
が
底
を
打
ち
反
転

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
処
分
方
針
は

全
く
語
ら
れ
て
な
い
。
２
６
年
４

月
よ
り
少
し
づ
つ
処
分
す
る
と
の

噂
も
あ
る
が
正
式
に
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
今
の
Ａ
Ｉ

に
よ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
取
引
で

「
日
銀
、
保
有
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｆ
売
却
」

と
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
れ
ば
、
昨
年

の
８
月
の
よ
う
に
暴
落
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
は
高
い
。

　

そ
ん
な
爆
弾
を
抱
え
て
い
る
市

場
に
投
資
す
る
リ
ス
ク
は
多
く
取

れ
な
い
と
い
う
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル

運
用
を
行
う
運
用
者
の
本
音
と
思

う
。
だ
が
、
あ
る
程
度
波
乱
は
覚

悟
の
う
え
で
こ
の
問
題
を
市
場
と

対
話
し
な
い
と
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
い
つ
ま
で
も
「
蚊
帳
の
外
」

に
な
っ
て
し
ま
う
。
出
口
戦
略
を

し
っ
か
り
と
示
す
こ
と
が
長
期
で

投
資
す
る
海
外
投
資
家
を
呼
び
込

む
必
須
条
件
だ
と
思
う
。

　

今
週
は
為
替
に
警
戒
し
な
が
ら

の
上
値
の
重
い
展
開
を
想
定
す
る
。

今
週
は
２
月
限
の
先
物
、
オ
プ
シ

ョ
ン
の
Ｓ
Ｑ
で
あ
る
が
、
火
曜
日

が
休
日
で
あ
り
仕
掛
け
に
く
い
と

思
わ
れ
る
。

　

チ
ャ
ー
ト
で
は
１
月
２
７
日
を

起
点
と
す
る
抵
抗
線
（
３
万
９
０

０
０
円
処
）
に
上
値
を
抑
え
ら
れ

れ
い
る
状
態
。
下
値
も
１
７
日
の

安
値
（
３
万
８
０
５
６
円
）
を
起

点
と
す
る
ト
レ
ン
ド
ラ
イ
ン
（
３

万
８
５
０
０
円
処
）
が
サ
ポ
ー
ト

し
短
期
三
角
保
ち
合
い
の
状
態
で

あ
る
。
下
に
抜
け
て
く
る
ボ
リ
ン

ジ
ャ
ー
バ
ン
ド
▼
２
σ
（
３
万
８

１
２
４
円
処
）
が
意
識
さ
れ
、
再

び
３
万
８
０
０
０
円
を
試
す
展
開

も
相
対
さ
れ
よ
う
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は
３
７
９
０
０

円
～
３
９
０
０
０
円
を
想
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、



12 第398号 2025年2月10日株 式 市 場 新 聞

記者の視点

相場見通し

円
高
へ
の
意
識
高
ま
る

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｇ
な
ど
３
Ｑ
注
目

 

　

２
月
第
１
週
目

の
東
京
市
場
は
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
メ
キ
シ
コ
、
カ

ナ
ダ
、
中
国
へ
予
定
通
り
関
税

を
行
う
と
名
言
し
た
こ
と
を
受

け
て
３
日
に
は
１
０
０
０
円
以

上
下
落
す
る
大
荒
れ
の
展
開
で
、

そ
の
後
は
メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ

へ
の
関
税
を
１
カ
月
延
期
す
る

と
伝
わ
る
と
戻
す
動
き
と
な
り
、

週
の
後
半
に
な
る
と
３
万
９
０

０
０
円
を
超
え
る
と
戻
り
売
り

に
押
さ
れ
る
膠
着
感
の
強
い
動

き
に
な
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
過
激

な
行
動
に
一
喜
一
憂
し
て
い

る
が
、
全
般
相
場
に
影
響
を

与
え
て
い
る
の
は
１
ド
ル
１

５
１
円
台
に
ま
で
進
ん
だ
円

高
だ
。
米
長
期
金
利
が
大
き

く
下
げ
た
こ
と
で
ド
ル
売
り

が
進
ん
だ
が
、
そ
れ
と
同
時

に
植
田
日
銀
総
裁
が
イ
ン
フ

レ
状
況
下
に
あ
る
と
発
言
。

そ
の
後
、
赤
沢
経
済
再
生
担

当
相
が
、
植
田
総
裁
の
認
識

と
特
に
齟
齬
は
な
い
と
発
言

し
、
足
元
は
イ
ン
フ
レ
状
態

で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

る
と
日
銀
に
よ
る
早
期
の
追
加

利
上
げ
へ
の
思
惑
か
ら
円
高
が

進
ん
だ
よ
う
だ
。
欧
州
各
国
を

含
め
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
行

動
に
不
透
明
感
が
漂
う
な
か
で

そ
の
大
嵐
を
直
撃
し
て
い
な
い

日
本
は
比
較
的
安
全
だ
と
の
認

識
か
ら
円
は
独
歩
高
の
様
相
で
、

１
５
０
円
を
割
り
込
め
ば
昨
年

８
月
の
利
上
げ
時
に
つ
け
た
１

４
０
円
割
れ
も
意
識
さ
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。

　

こ
れ
を
受
け
て
輸
出
系
は
半

導
体
や
自
動
車
を
中
心
に
軟
調

な
が
ら
、
好
決
算
銘
柄
は
素
直

に
反
応
し
て
お
り
、
一
段
と

売
り
込
ま
れ
る
状
況
で
は
な

い
。
第
３
四
半
期
発
表
後
に

売
り
込
ま
れ
て
い
た
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
（
８
０
３
５
）

に
し
て
も
連
結
営
業
利
益
で

前
年
同
期
比
６
５
・
１
％
増
の

５
１
３
５
億
２
１
０
０
万
円
の

大
幅
な
増
益
を
達
成
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
向
け
半
導
体
は
デ
ィ
ー
プ

シ
ー
ク
の
登
場
で
不
透
明
感
は

あ
る
も
の
の
、
好
調
な
業
績
は

評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
。

　

来
週
は
１
１
日
が
建
国
記
念

日
で
祝
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
週

前
半
は
動
き
に
く
い
。
１
２
日

の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ

（
９
９
８
４
）
を

含
め
て
主
要
企
業

の
決
算
が
注
目
さ

れ
る
。

当面のスケジュール

 

・10日 1月景気ウォッチャー調査
・11日 休場：東京 建国記念日
　　　 パウエルＦＲＢ議長、上院銀行委員
　　　 会で半期に一度の金融政策報告書に
　　　 ついて証言
・12日 1月マネーストック
　　　 1月工作機械受注
　　　 米１月消費者物価
　　　 パウエルＦＲＢ議長、下院金融サー
　　　 ビス委員会で半期に一度の金融政策
　　　 報告書について証言　　　
・13日 1月国内企業物価指数
　　　 米1月生産者物価
・14日 オプションＳＱ
　　　 米1月小売売上高
　　　 米1月鉱工業生産・設備稼働率
・17日 10－12月期ＧＤＰ　　　 
　　　 12月第三次産業活動指数
・18日 1月首都圏新規マンション発売
　　　 米2月ＮＹ連銀製造業景気指数
・19日 12月機械受注、1月貿易統計
　　　 1月訪日外客
　　　 米1月住宅着工件数
　　　 米2月ＮＹ連銀ビジネスリーダーズ
　　　 サーベイ
　　　 1月28・29日開催のＦＯＭＣ議事録
・20日 米2月フィラデルフィア連銀製造業
　　　 景況感指数
・21日 1月消費者物価
　　　 2月ａｕじぶん銀行製造業ＰＭＩ
　　　 米1月中古住宅販売件数
　　　 

編 

集 

後 

記

　

今
シ
ー
ズ
ン
最
強
・
最
長
の

寒
波
が
到
来
し
た
。
鉄
道
の
運

休
や
航
空
便
の
欠
航
が
相
次
ぎ
、

幹
線
道
路
の
予
防
的
通
行
止
め

で
物
流
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。

農
業
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
な
ど
甚
大

な
被
害
も
明
る
み
に
な
り
、
高

騰
す
る
野
菜
価
格
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
る
。
週
明
け
に
は
大

雪
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
天
気
は
回

復
す
る
が
、
週
半
ば
か
ら
は
全

国
的
に
気
温
が
上
が
り
雨
模
様

に
な
る
た
め
、
次
は
雪
崩
や
融

雪
に
よ
る
土
砂
崩
れ
な
ど
に
注

意
が
必
要
に
な
る
と
い
う
。

　

さ
て
、
東
京
市
場
は
関
税
問

題
を
ひ
と
ま
ず
織
込
ん
だ
よ
う

だ
が
、
円
高
へ
の
急
反
転
が
足

か
せ
に
な
っ
て
き
た
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


